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(57)【要約】
【課題】所望の輝度の映像を表示するようにした画素及
びこれを利用した有機電界発光表示装置を提供する。
【解決手段】有機発光ダイオードと、第１電極に接続さ
れた第１電源から有機発光ダイオードに供給される電流
量を制御するための第１トランジスタと、第１トランジ
スタのゲート電極である第１ノードに第１端子が接続さ
れる第２キャパシタと、第２キャパシタの第２端子であ
る第２ノードとデータ線との間に直列接続され、ｉ（ｉ
は自然数）番目走査線に走査信号が供給される時ターン
オンされる複数の第２トランジスタと、第２ノードに第
１端子が接続される第３キャパシタと、第３キャパシタ
の第２端子である第３ノードと所定の電圧源との間に接
続され、第２発光制御線に第２発光制御信号が供給され
る時、ターンオフされる複数の第３トランジスタを備え
、第２トランジスタの間の第１共通端子と前記第３トラ
ンジスタとの間の第２共通端子は電気的に接続される。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　第１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御
するための第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードに第１端子が接続される第２キャ
パシタと、
　前記第２キャパシタの第２端子である第２ノードとデータ線との間に直列接続され、ｉ
（ｉは自然数）番目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる複数の第２トラン
ジスタと、
　前記第２ノードに第１端子が接続される第３キャパシタと、
　前記第３キャパシタの第２端子である第３ノードと所定の電圧源との間に接続され、第
２発光制御線に第２発光制御信号が供給される時、ターンオフされる複数の第３トランジ
スタを備え、
　前記第２トランジスタの間の第１共通端子と前記第３トランジスタとの間の第２共通端
子は電気的に接続されることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記第２トランジスタ及び第３トランジスタのターンオン時間は互いに重畳されないこ
とを特徴とする請求項１記載の画素。
【請求項３】
　前記所定の電圧源の電圧は、前記有機発光ダイオードに印加される電圧より高い電圧で
設定されることを特徴とする請求項１または２記載の画素。
【請求項４】
　前記所定の電圧源の電圧は、前記有機発光ダイオードに印加される電圧より低い電圧で
設定されることを特徴とする請求項１または２記載の画素。
【請求項５】
　前記第１ノードと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、
　前記第３ノードと前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され、前記ｉ番
目走査線に前記走査信号が供給される時ターンオンされる第４トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、ｉ-３番目走査
線に走査信号が供給される時ターンオンされる第５トランジスタと、
　基準電源と前記第２ノードとの間に接続され、前記ｉ-３番目走査線に走査信号が供給
される時ターンオンされる第６トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、第１発
光制御線に発光制御信号が供給される時ターンオフされる第８トランジスタと、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の画素。
【請求項６】
　前記第５トランジスタがターンオンされた後に前記第８トランジスタがターンオフされ
ることを特徴とする請求項５記載の画素。
【請求項７】
　前記第１ノードと初期電源との間に接続され、ｉ-６番目走査線に走査信号が供給され
る時ターンオンされる第７トランジスタをさらに備えることを特徴とする請求項５または
６記載の画素。
【請求項８】
　前記第５トランジスタと前記第８トランジスタのターンオン時間は重畳されないことを
特徴とする請求項５から７のいずれかに記載の画素。
【請求項９】
　前記初期電源は、前記第１電源より低い電圧で設定されることを特徴とする請求項７ま
たは８記載の画素。
【請求項１０】
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　走査線に走査信号を供給し、第１発光制御線に第１発光制御信号を供給し、第２発光制
御線に第２発光制御信号を供給する走査駆動部と、
　データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記走査線及びデータ線に接続されるように位置される画素を備え、
　ｉ（ｉは自然数）番目水平ラインに位置された画素は有機発光ダイオードと、第１電極
に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御するための
第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードに第１端子が接続される第２キャ
パシタと、
　前記第２キャパシタの第２端子である第２ノードとデータ線との間に直列接続され、ｉ
番目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる複数の第２トランジスタと、
　前記第２ノードに第１端子が接続される第３キャパシタと、
　前記第３キャパシタの第２端子である第３ノードと所定の電圧源との間に接続され、ｉ
番目第２発光制御線に第２発光制御信号が供給される時ターンオフされる複数の第３トラ
ンジスタを備え、
　前記第２トランジスタの間の第１共通端子と前記第３トランジスタとの間の第２共通端
子は電気的に接続されることを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　ｉ番目第２発光制御線に供給される第２発光制御信号は、ｉ-３番目走査線ないしｉ番
目走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給されることを特徴とする請求項１
０記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記第１ノードと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、
　前記第３ノードと前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され、前記ｉ番
目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第４トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記第１ノードとの間に接続され、前記ｉ-３番目
走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第５トランジスタと、
　基準電源と前記第２ノードとの間に接続され、前記ｉ-３番目走査線に走査信号が供給
される時ターンオンされる第６トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、第１発
光制御線に発光制御信号が供給される時ターンオフされる第８トランジスタをさらに備え
ることを特徴とする請求項１０または１１記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　ｉ番目第１発光制御線に供給される第１発光制御信号は、ｉ-６番目走査線ないしｉ-３
番目走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給されることを特徴とする請求項
１０から１２のいずれかに記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記ｉ番目第１発光制御線に供給される第１発光制御信号は、ｉ-６番目走査線に走査
信号が供給された後に供給されることを特徴とする請求項１３記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１５】
　前記第１ノードと初期電源との間に接続され、前記ｉ-６番目走査線に走査信号が供給
される時ターンオンされる第７トランジスタをさらに備えることを特徴とする請求項１３
または１４記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記ｉ番目第１発光制御線に供給される第１発光制御信号は、ｉ-６番目走査線に走査
信号と同時に供給されることを特徴とする請求項１５記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記所定の電圧源の電圧は、前記有機発光ダイオードに印加される電圧より高い電圧で
設定されることを特徴とする請求項１０から１６のいずれかに記載の有機電界発光表示装
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置。
【請求項１８】
　前記所定の電圧源の電圧は、前記有機発光ダイオードに印加される電圧より低い電圧で
設定されることを特徴とする請求項１０から１６のいずれかに記載の有機電界発光表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素及びこれを利用した有機電界発光表示装置に関するものであり、特に、
望まれる輝度の映像を表示するようにした画素及びこれを利用した有機電界発光表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことができる各種平板表示装置等が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示
装置（Ｌｉｑｕｉｄ　ＣｒｙＳｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌ
ｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒａｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　
Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある
　前記平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔の再結合によって光を
発生する有機発光ダイオードを利用して映像を表示する。このような有機電界発光表示装
置は、早い応答速度を持つとともに低い消費電力によって駆動できるという長所がある。
【０００３】
　図１は、従来の有機電界発光表示装置の画素を示す回路図である。図１を参照すれば、
従来の有機電界発光表示装置の画素４は、有機発光ダイオードと、データ線Ｄｍ及び走査
線Ｓｎに接続されて有機発光ダイオードを制御するための画素回路２を備える。
【０００４】
　有機発光ダイオードのアノード電極は、画素回路２に接続され、カソード電極は第２電
源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードは画素回路２から供給される
電流に対応して所定輝度の光を生成する。
【０００５】
　画素回路２は、走査線Ｓｎに走査信号が供給される時、データ線Ｄｍに供給されるデー
タ信号に対応して有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する。このために、画素
回路２は第１電源ＥＬＶＤＤと有機発光ダイオードとの間に接続された第２トランジスタ
Ｍ２と、第２トランジスタＭ２、データ線Ｄｍ及び走査線Ｓｎの間に接続された第１トラ
ンジスタＭ１と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電極との間に接続されたスト
レージキャパシタＣＳｔと、を備える。
【０００６】
　第１トランジスタＭ１のゲート電極は、走査線Ｓｎに接続され、第１電極はデータ線Ｄ
ｍに接続される。そして、第１トランジスタＭ１の第２電極はストレージキャパシタＣＳ
ｔの一側端子に接続される。ここで、第１電極はソース電極及びドレイン電極のうちいず
れか一つに設定され、第２電極は第１電極と異なる電極に設定される。例えば、第１電極
がソース電極に設定されれば、第２電極はドレイン電極に設定される。走査線Ｓｎ及びデ
ータ線Ｄｍに接続された第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎから走査信号が供給される
時ターンオンされ、データ線Ｄｍから供給されるデータ信号をストレージキャパシタＣＳ
ｔに供給する。この時、ストレージキャパシタＣＳtは、データ信号に対応する電圧を充
電する。
【０００７】
　第２トランジスタＭ２のゲート電極は、ストレージキャパシタＣｓｔの一側端子に接続
され、第１電極はストレージキャパシタＣｓｔの他側端子及び第１電源ＥＬＶＤＤに接続
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される。そして、第２トランジスタＭ２の第２電極は、有機発光ダイオードのアノード電
極に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに格
納された電圧値に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由して第２電
源ＥＬＶＳＳへ流れる電流量を制御する。この時、有機発光ダイオードは第２トランジス
タＭ２から供給される電流量に対応する光を生成する。
【０００８】
　しかし、このような従来の有機電界発光表示装置は、有機発光ダイオードの劣化による
効率の変化によって所望の輝度の映像を表示することができないという問題がある。つま
り、時間が経つにつれて有機発光ダイオードが劣化し、これによって所望の輝度の映像を
表示することができない。実際に、有機発光ダイオードが劣化するほど低い輝度の光が生
成される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、本発明は上記問題に鑑みてなされたものであって、その目的は所望の輝度
の映像を表示するようにした画素及びこれを利用した有機電界発光表示装置を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を果たすために本発明の一実施形態による画素は、有機発光ダイオードと、第
１電極に接続された第１電源から前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する
ための第１トランジスタと、前記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードに第１
端子が接続される第２キャパシタと、前記第２キャパシタの第２端子である第２ノードと
データ線との間に直列接続され、ｉ（ｉは自然数）番目走査線に走査信号が供給される時
ターンオンされる複数の第２トランジスタと、前記第２ノードに第１端子が接続される第
３キャパシタと、前記第３キャパシタの第２端子である第３ノードと所定の電圧源との間
に接続され、第２発光制御線に第２発光制御信号が供給される時ターンオフされる複数の
第３トランジスタを備え、前記第２トランジスタの間の第１共通端子と前記第３トランジ
スタとの間の第２共通端子は電気的に接続される。
【００１１】
　望ましくは、前記第２トランジスタ及び第３トランジスタのターンオン時間は互いに重
畳されない。前記所定の電圧源の電圧は前記有機発光ダイオードに印加される電圧より高
い電圧で設定される。前記所定の電圧源の電圧は前記有機発光ダイオードに印加される電
圧より低い電圧で設定される。
【００１２】
　前記第１ノードと前記第１電源との間に接続される第１キャパシタと、前記第３ノード
と前記有機発光ダイオードのアノード電極との間に接続され、前記ｉ番目走査線に前記走
査信号が供給される時ターンオンされる第４トランジスタと、前記第１トランジスタの第
２電極と前記第１ノードとの間に接続され、ｉ-３番目走査線に走査信号が供給される時
ターンオンされる第５トランジスタと、基準電源と前記第２ノードとの間に接続され、前
記ｉ-３番目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる第６トランジスタと、前
記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、第１発光制
御線で発光制御信号が供給される時ターンオフされる第８トランジスタをさらに備える。
【００１３】
　前記第５トランジスタがターンオンされた後に前記第８トランジスタがターンオフされ
る。前記第１ノードと初期電源との間に接続され、ｉ-６番目走査線に走査信号が供給さ
れる時ターンオンされる第７トランジスタをさらに備える。前記第５トランジスタと前記
第８トランジスタのターンオン時間は重畳されない。前記初期電源は前記第１電源より低
い電圧で設定される。
【００１４】



(6) JP 2012-37857 A 2012.2.23

10

20

30

40

50

　さらに、本発明の一実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を供給
し、第１発光制御線に第１発光制御信号を供給し、第２発光制御線に第２発光制御信号を
供給する走査駆動部と、データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、前記走
査線及びデータ線に接続されるように位置される画素を備えて、ｉ（ｉは自然数）番目水
平ラインに位置された画素は、有機発光ダイオードと、第１電極に接続された第１電源か
ら前記有機発光ダイオードに供給される電流量を制御するための第１トランジスタと、前
記第１トランジスタのゲート電極である第１ノードに第１端子が接続される第２キャパシ
タと、前記第２キャパシタの第２端子である第２ノードとデータ線との間に直列接続され
、ｉ番目走査線に走査信号が供給される時ターンオンされる複数の第２トランジスタと、
前記第２ノードに第１端子が接続される第３キャパシタと、前記第３キャパシタの第２端
子である第３ノードと所定の電圧源との間に接続され、ｉ番目第２発光制御線に第２発光
制御信号が供給される時ターンオフされる複数の第３トランジスタを備え、前記第２トラ
ンジスタの間の第１共通端子と前記第３トランジスタの間の第２共通端子は電気的に接続
される。
【００１５】
　望ましくは、ｉ番目第２発光制御線に供給される第２発光制御信号は、ｉ-３番目走査
線ないしｉ番目走査線に供給される走査信号と重畳されるように供給される。ｉ番目第１
発光制御線に供給される第１発光制御信号は、ｉ-６番目走査線ないしｉ-３番目走査線に
供給される走査信号と重畳される。
【発明の効果】
【００１６】
　以上のように本発明の画素及びこれを利用した有機電界発光表示装置によれば、有機発
光ダイオードの劣化に対応して駆動トランジスタのゲート電極の電圧を制御することで有
機発光ダイオードの劣化を補償することができるという効果がある。
【００１７】
　また、本願発明では有機発光ダイオードが発光される期間の間駆動トランジスタのゲー
ト電極とデータ線との間に所定の電源を供給し、これによって均一な映像を表示すること
ができる。同時に、本願発明では１Ｈ以上の期間の間駆動トランジスタのしきい値電圧を
補償すると同時に第１電源の電圧降下と無関係に所望の輝度の映像を表示することができ
るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】従来の画素を示す回路図である。
【図２】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である。
【図３】本発明の第１実施形態の一画素を示す回路図である。
【図４】図３に図示された画素の駆動方法を示す波形図である。
【図５】図３に図示された画素のしきい値電圧補償期間を示すグラフである。
【図６】図３に図示された画素のしきい値電圧変化に対応した電流変化率を示すグラフで
ある。
【図７】図３に図示された画素の第１電源電圧降下に対応した電流変化率を示すグラフで
ある。
【図８】図３に図示された画素の有機発光ダイオード劣化に対応した電流変化率を示すグ
ラフである。
【図９】本発明の第２実施形態の一画素を示す回路図である。
【図１０】本発明の第３実施形態の一画素を示す回路図である。
【図１１】本発明の第４実施形態の一画素を示す回路図である。
【図１２】本発明の第５実施形態の一画素を示す回路図である。
【図１３】図１２に図示された画素の駆動方法を示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
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　以下、添付された図２ないし図１３を、図面を参照して本発明の実施形態についてより
詳しく説明する。図２は本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である
。
【００２０】
　図２を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線（Ｓ１な
いしＳｎ）、第１発光制御線（Ｅ１１ないしＥ１ｎ）、第２発光制御線（Ｅ２１ないしＳ
２ｎ）及びデータ線（Ｄ１ないしＤｍ）に接続される複数の画素１４０を含む画素部１３
０と、走査線（Ｓ１ないしＳｎ）、第１発光制御線（Ｅ１１ないしＥ１ｎ）及び第２発光
制御線（Ｅ２１ないしＥ２ｎ）を駆動するための走査駆動部１１０と、データ線（Ｄ１な
いしＤｍ）を駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆動部１１０及びデータ駆動部
１２０を制御するためのタイミング制御部１５０を備える。
【００２１】
　画素部１３０は、走査線（Ｓ１ないしＳｎ）及びデータ線（Ｄ１ないしＤｍ）に接続さ
れるように画素１４０を備える。画素１４０は外部から第１電源ＥＬＶＤＤ、第２電源Ｅ
ＬＶＳＳ、基準電源Ｖｒｅｆ及び初期電源Ｖｉｎｔの供給を受ける。このような画素１４
０はデータ信号に対応して第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードを経由して第２電
源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御しながら所定輝度の光を生成する。
【００２２】
　一方、図示しなかったが、ｉ（ｉは自然数）番目水平ラインに位置された画素１４０は
、ｉ番目走査線Ｓｉ、ｉ-３番目走査線Ｓｉ-３及びｉ-６番目走査線Ｓｉ-６に接続される
。そして、ｉ番目水平ラインに位置された画素１４０はｉ番目第１発光制御線Ｅ１ｉ及び
ｉ番目第２発光制御線Ｅ２ｉに接続される。
【００２３】
　タイミング制御部１５０は、外部から供給される同期信号に対応してデータ駆動制御信
号ＤＣＳ及び走査駆動制御信号ＳＣＳを生成する。タイミング制御部１５０で生成された
データ駆動制御信号ＤＣＳは、データ駆動部１２０に供給され、走査駆動制御信号ＳＣＳ
は走査駆動部１１０に供給される。そして、タイミング制御部１５０は外部から供給され
るデータをデータ駆動部１２０に供給する。
【００２４】
　走査駆動部１１０は、走査駆動制御信号ＳＣＳの供給を受ける。走査駆動制御信号ＳＣ
Ｓの供給を受けた走査駆動部１１０は、走査線（Ｓ１ないしＳｎ）に走査信号（例えば、
ロー電圧）を供給する。そして、走査駆動部１１０は第１発光制御線（Ｅ１１ないしＥ１
ｎ）に第１発光制御信号を供給し、第２発光制御線（Ｅ２１ないしＥ２ｎ）に第２発光制
御信号を供給する。
【００２５】
　ここで、ｉ番目第２発光制御線Ｅ２ｉに供給される第２発光制御信号は、ｉ番目ないし
ｉ-３番目走査線（Ｓｉ-３ないしＳｉ）に供給される走査信号と重畳される。また、ｉ番
目第１発光制御線Ｅ１ｉに供給される第１発光制御信号は、ｉ-３番目ないしｉ-６番目走
査線（Ｓｉ-３ないしＳｉ-６）に供給される走査信号と重畳されるように供給される。一
方、走査線（Ｓ１ないしＳｎ）に供給される走査信号は１水平期間１Ｈより長い時間、例
えば３Ｈの時間の間供給される。
【００２６】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０からデータ駆動制御信号ＤＣＳの供給
を受ける。データ駆動制御信号ＤＣＳの供給を受けたデータ駆動部１２０は、データ信号
を生成し、生成されたデータ信号をデータ線（Ｄ１ないしＤｍ）に供給する。
【００２７】
　図３は本発明の第１実施形態による画素を示す回路図である。図３を参照すれば、本発
明の第１実施形態による画素１４０は、有機発光ダイオードと、有機発光ダイオードに供
給される電流量を制御するための画素回路１４２と、有機発光ダイオードの劣化を補償す
るための補償部１４４を備える。
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【００２８】
　有機発光ダイオードのアノード電極は、画素回路１４２に接続され、カソード電極は第
２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードは画素回路１４２から供
給される電流量に対応して所定輝度の光を生成する。
【００２９】
　画素回路１４２は、有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する。このため、画
素回路１４２は第１トランジスタＭ１、第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）、第５ト
ランジスタＭ５、第６トランジスタＭ６、第７トランジスタＭ７及び第８トランジスタＭ
８を備える。
【００３０】
　第１トランジスタＭ１（駆動トランジスタ）の第１電極は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続
され、第２電極は第８トランジスタＭ８の第１電極に接続される。そして、第１トランジ
スタＭ１のゲート電極は第１ノードＮ１に接続される。このような第１トランジスタＭ１
は、第１ノードＮ１に印加された電圧に対応して有機発光ダイオードに供給される電流量
を制御する。
【００３１】
　第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）は、データ線Ｄｍと第２ノードＮ２との間に複
数のトランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）が直列接続されて形成される。このような第２ト
ランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）のゲート電極は、第ｎ走査線Ｓｎに接続され、第ｎ走査
線Ｓｎに走査信号が供給される時ターンオンされてデータ線Ｄｍと第２ノードＮ２を電気
的に接続させる。
【００３２】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、第
２電極は第１ノードＮ１に接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は、
第ｎ-３走査線Ｓｎ-３に接続される。このような第５トランジスタＭ５は、第ｎ-３走査
線Ｓｎ-３に走査信号が供給される時ターンオンされて第１トランジスタＭ１の第２電極
と第１ノードＮ１を電気的に接続させる。この場合、第１トランジスタＭ１はダイオード
形態で接続される。
【００３３】
　第６トランジスタＭ６の第１電極は、基準電源Ｖｒｅｆに接続され、第２電極は第２ノ
ードＮ２に接続される。そして、第６トランジスタＭ６のゲート電極は第ｎ-３走査線Ｓ
ｎ-３に接続される。このような第６トランジスタＭ６は第ｎ-３走査線Ｓｎ-３に走査信
号が供給される時ターンオンされて基準電源Ｖｒｅｆの電圧を第２ノードＮ２に供給する
。ここで、基準電源Ｖｒｅｆは、ブラックのデータ信号電圧より高い電圧で設定され、ホ
ワイトのデータ信号電圧より低い電圧で設定される。
【００３４】
　第７トランジスタＭ７の第１電極は、第１ノードＮ１に接続され、第２電極は初期電源
Ｖｉｎｔに接続される。そして、第７トランジスタＭ７のゲート電極は、第ｎ-６走査線
Ｓｎ-６に接続される。このような第７トランジスタＭ７は、第ｎ-６走査線Ｓｎ-６に走
査信号が供給される時ターンオンされて第１ノードＮ１に初期電源Ｖｉｎｔの電圧を供給
する。ここで、初期電源Ｖｉｎｔは、第１電源ＥＬＶＤＤより低い電圧、例えば有機発光
ダイオードのしきい値電圧より低い電圧で設定される。
【００３５】
　第８トランジスタＭ８の第１電極は、第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、第
２電極は有機発光ダイオードのアノード電極に接続される。そして、第８トランジスタＭ
８のゲート電極は第１発光制御線Ｅ１ｎに接続される。このような第８トランジスタＭ８
は、第１発光制御線Ｅ１ｎに発光制御信号が供給される時ターンオフされて、それ以外の
場合にターンオンされる。
【００３６】
　第１キャパシタＣ１は、第１ノードＮ１と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続される。こ
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のような第１キャパシタＣ１は第１トランジスタＭ１のしきい値電圧に対応する電圧を充
電する。
【００３７】
　第２キャパシタＣ２は、第１ノードＮ１と第２ノードＮ２との間に接続される。このよ
うな第２キャパシタＣ２はデータ信号に対応する電圧を充電する。そして、第２キャパシ
タＣ２は第２ノードＮ２の電圧変化量に対応して第１ノードＮ１の電圧を制御する。
【００３８】
　補償部１４４は、有機発光ダイオードの劣化が補償されるように第２ノードＮ２の電圧
を制御する。このために、補償部１４４は第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）、第４
トランジスタＭ４及び第３キャパシタＣ３を備える。
【００３９】
　第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）は、第３ノードＮ３と初期電源Ｖｉｎｔとの間
に複数のトランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）が直列接続されて形成される。このような第
３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）は、第２発光制御線Ｅ２ｎに発光制御信号が供給さ
れる時ターンオフされて、それ以外の場合にターンオンされる。一方、直列接続された第
３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）の間の共通ノードは直列接続された第２トランジス
タ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）の間の共通ノードと電気的に接続される。このような第３トラン
ジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）及び第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）の共通ノードが
電気的に接続されれば、クロストーク現象を最小化することができる。これについて詳細
な説明は後述する。
【００４０】
　第４トランジスタＭ４は、第３ノードＮ３と有機発光ダイオードのアノード電極との間
に接続される。そして、第４トランジスタＭ４のゲート電極は第ｎ走査線Ｓｎに接続され
る。このような第４トランジスタＭ４は、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給される時ター
ンオンされて第３ノードＮ３と有機発光ダイオードのアノード電極を電気的に接続させる
。ここで、第４トランジスタＭ４のターンオン時間は第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_
２）のターンオン時間と重畳されない。
【００４１】
　第３キャパシタＣ３は、第２ノードＮ２と第３ノードＮ３との間に接続される。このよ
うな第３キャパシタＣ３は、第３ノードＮ３の電圧変化量に対応して第２ノードＮ２の電
圧を制御する。
【００４２】
　図４は、図３に図示された画素の駆動方法を示す図面である。図４では説明の便宜のた
めに走査信号が３Ｈの時間の間供給されることに仮定する。図４を参照すれば、まず、第
１期間（Ｔ１）の間第ｎ-６走査線Ｓｎ-６に走査信号が供給される。そして、第１期間（
Ｔ１）及び第２期間（Ｔ２）の間第１発光制御線Ｅ１ｎに第１発光制御信号が供給される
。
【００４３】
　第ｎ-６走査線Ｓｎ-６に走査信号が供給されれば、第７トランジスタＭ７がターンオン
される。第７トランジスタＭ７がターンされれば、初期電源Ｖｉｎｔの電圧が第１ノード
Ｎ１に供給される。
【００４４】
　第１発光制御線Ｅ１ｎに第１発光制御信号が供給されれば、第８トランジスタＭ８がタ
ーンオフされる。第８トランジスタＭ８がターンオフされれば、第１トランジスタＭ１と
有機発光ダイオードとの電気的接続が遮断される。この時、有機発光ダイオードは非発光
状態で設定される。
【００４５】
　以後、第２期間（Ｔ２）の間、第ｎ-３走査線Ｓｎ-３に走査信号が供給される。そして
、第２期間（Ｔ２）及び第３期間（Ｔ３）の間第２発光制御線Ｅ２ｎに第２発光制御信号
が供給される。
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【００４６】
　第ｎ-３走査線Ｓｎ-３に走査信号が供給されれば、第５トランジスタＭ５及び第６トラ
ンジスタＭ６がターンオンされる。第６トランジスタＭ６がターンオンされれば、第２ノ
ードＮ２に基準電源Ｖｒｅｆの電圧が供給される。第５トランジスタＭ５がターンオンさ
れれば、第１トランジスタＭ１がダイオード形態で接続される。第１トランジスタＭ１が
ダイオード形態で接続されれば、第１ノードＮ１には第１電源ＥＬＶＤＤから第１トラン
ジスタＭ１のしきい値電圧を差し引いた電圧が印加される。この時、第１キャパシタＣ１
は第１トランジスタＭ１のしきい値電圧に対応する電圧を充電する。一方、本願発明にお
いて、第２期間（Ｔ２）は、３Ｈの期間で設定されるから充分な時間の間第１電源ＥＬＶ
ＤＤから第１トランジスタＭ１のしきい値電圧を差し引いた電圧が第１ノードＮ１に印加
され、これによって充分なしきい値電圧の補償時間を確保することができる。
【００４７】
　第２発光制御線Ｅ２ｎに第２発光制御信号が供給されれば、第３トランジスタ（Ｍ３_
１、Ｍ３_２）がターンオフされる。すると、初期電源Ｖｉｎｔと第３ノードＮ３の電気
的接続が遮断される。
【００４８】
　第３期間（Ｔ３）の間には、第ｎ走査線Ｓｎに走査信号が供給される。第ｎ走査線Ｓｎ
に走査信号が供給されれば、第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）及び第４トランジス
タＭ４がターンオンされる。
【００４９】
　第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）がターンオンされれば、データ線Ｄｍと第２ノ
ードＮ２が電気的に接続される。データ線Ｄｍと第２ノードＮ２が電気的に接続されれば
、データ線Ｄｍからのデータ信号が第２ノードＮ２に供給される。ここで、第２トランジ
スタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）が３Ｈの期間の間ターンオン状態で設定されるため、第ｎ-２
水平ライン、第ｎ-１水平ライン及び第ｎ水平ラインにあたるデータ信号が順次供給され
る。この時、最後に第ｎ水平ラインにあたるデータ信号が印加され、これによって第２ノ
ードＮ２には所望のデータ信号の電圧が印加される。
【００５０】
　第４トランジスタＭ４がターンオンされれば、第３ノードＮ３と有機発光ダイオードが
電気的に接続される。すると、有機発光ダイオードに印加された電圧が第３ノードＮ３に
供給される。
【００５１】
　第４期間（Ｔ４）の間には、第２発光制御線Ｅ２ｎに第２発光制御信号の供給が中断さ
れる。第２発光制御信号の供給が中断されれば、第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）
がターンオンされる。第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）がターンオンされれば、初
期電源Ｖｉｎｔの電圧が第３ノードＮ３に供給される。この時、第３ノードＮ３の電圧は
、有機発光ダイオードに印加された電圧から初期電源Ｖｉｎｔの電圧に下降される。
【００５２】
　第３ノードＮ３の電圧が下降されれば、第３キャパシタＣ３のカップリングによって第
２ノードＮ２の電圧が下降し、第２キャパシタＣ２のカップリングによって第１ノードＮ
１の電圧が下降される。この時、第１トランジスタＭ１は第１ノードＮ１に印加された電
圧に対応して有機発光ダイオードに供給される電流量を制御する。
【００５３】
　一方、有機発光ダイオードは時間が経つにつれて劣化する。有機発光ダイオードが劣化
すれば、同一の電流に対応して有機発光ダイオードに印加される電圧が上昇する。したが
って、有機発光ダイオードが劣化するほど第３ノードＮ３の電圧の下降幅が大きくなる。
第３ノードＮ３の電圧の下降幅が大きくなれば、第２ノードＮ２及び第１ノードＮ１の電
圧の下降幅も大きくなり、これによって有機発光ダイオードの劣化を補償することができ
る。つまり、本願発明では有機発光ダイオードが劣化するほど同一のデータ信号に対応し
て第１トランジスタＭ１から有機発光ダイオードに供給される電流量が増加し、これによ
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って有機発光ダイオードの劣化を補償することができる。
【００５４】
　また、本願発明では有機発光ダイオードが発光される第４期間（Ｔ４）の間、初期電源
Ｖｉｎｔの電圧が第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）及び第２トランジスタ（Ｍ２_
１、Ｍ２_２）の共通端子に供給される。この場合、画素１４０それぞれの第２ノードＮ
２から第２トランジスタ（Ｍ２_１、Ｍ２_２）へ流れる漏洩電流は、すべて同一に設定さ
れ、これによってクロストーク現象を最小化することができる。これと共に、本願発明で
は基準電源Ｖｒｅｆとデータ信号との電圧差に対応して階調を具現するため、第１電源Ｅ
ＬＶＤＤの電圧降下に関係なく、所望の輝度の映像を表示することができるという長所が
ある。
【００５５】
　図５は、図３に図示された画素のしきい値電圧補償期間を示すグラフである。図５を参
照すれば、本願発明の画素１４０では、第２期間（Ｔ２）の間、第１トランジスタＭ１の
しきい値電圧が補償される。ここで、第２期間（Ｔ２）は３Ｈの期間で設定され、これに
よって充分な時間の間第１トランジスタＭ１のしきい値電圧を補償することができる。
【００５６】
　図６は、第１トランジスタのしきい値電圧の変化に対応した電流変動率を示すグラフで
ある。図６を参照すれば、本願発明の画素１４０は、第１トランジスタＭ１のしきい値電
圧が±０.５Ｖ変化される時±３％以内で電流が変化される。すなわち、本願発明では第
１トランジスタＭ１のしきい値電圧が効率的に補償される。
【００５７】
　図７は、第１電源の電圧降下に対応した電流変動率を示すグラフである。図７を参照す
れば、本願発明の画素１４０は第１電源ＥＬＶＤＤが１０Ｖからで８Ｖへ下落する時１２
％以内に電流変動率が制限される。特に、本願発明の画素１４０は第１電源ＥＬＶＤＤが
１Ｖ以内に下落する時電流変動率が１％以内に制限されるということが分かる。すなわち
、本願発明では第１電源ＥＬＶＤＤの電圧降下が効率的に補償されうる。
【００５８】
　図８は、有機発光ダイオードの劣化に対応した電流変動率を示すグラフである。図８の
電流変動率は第２電源ＥＬＶＳＳを上昇（すなわち、有機発光ダイオードの劣化に対応）
させながら測定された。図８を参照すれば、本願発明の画素１４０は第２電源ＥＬＶＳＳ
が上昇、すなわち有機発光ダイオードが劣化されるほど電流が増加する。実際に、第２電
源ＥＬＶＳＳが１Ｖ増加する場合、電流はおおよそ２０％増加する。すなわち、有機発光
ダイオードの劣化に対応して第１トランジスタＭ１から有機発光ダイオードに供給される
電流が増加され、これによって有機発光ダイオードの劣化が補償される。
【００５９】
　図９は、本発明の第２実施形態のよる画素を示す回路図である。図９を説明する際に図
３と同じ構成は同じ図面符号を割り当てると同時に詳細な説明は略する。
【００６０】
　図９を参照すれば、本願発明の第２実施形態において、第３トランジスタ（Ｍ３_１、
Ｍ３_２）は、基準電源Ｖｒｅｆと第３ノードＮ３との間に接続される。ここで、基準電
源Ｖｒｅｆは有機発光ダイオードのアノード電極に印加される電圧より高い電圧で設定さ
れる。
【００６１】
　動作過程を簡単に説明すれば、有機発光ダイオードが発光される第４期間（Ｔ４）の間
第３ノードＮ３の電圧は、有機発光ダイオードの電圧から基準電源Ｖｒｅｆの電圧に上昇
する。ここで、有機発光ダイオードが劣化するほど有機発光ダイオードに印加される電圧
が上昇し、これによって第３ノードＮ３の電圧上昇幅が低くなる。第１ノードＮ１及び第
２ノードＮ２の電圧は、第３ノードＮ３の電圧変化量に対応して変化される。したがって
、有機発光ダイオードが劣化するほど第１ノードＮ１の電圧上昇幅が低くなり、これによ
って第１トランジスタＭ１から有機発光ダイオードに供給される電流量が増加されつつ有
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実際に、補償部１４４に含まれた第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）は、有機発光ダ
イオードに印加される電圧より高い電圧源または低い電圧源に接続されうる。高い電圧源
に接続される場合、第３ノードＮ３の電圧上昇幅に対応して有機発光ダイオードの劣化が
補償され、低い電圧源に接続される場合、第３ノードＮ３の電圧下降幅に対応して有機発
光ダイオードの劣化が補償される。
【００６２】
　一例として、本願発明の第３トランジスタ（Ｍ３_１、Ｍ３_２）は、図１０のように有
機発光ダイオードに印加される電圧より高い第１電源ＥＬＶＤＤに接続されうるし、図１
１のように有機発光ダイオードに印加される電圧より低い第２電源ＥＬＶＳＳに接続され
ることも可能である。
【００６３】
　図１２は、本発明の第５実施形態による有機電界発光表示装置を示す図面である。図１
２を説明する際、図３と同じ構成に対しては同一の図面符号を割り当てると同時に詳細な
説明は略する。
【００６４】
　図１２を参照すれば、本願発明の第５実施形態による画素は、図３に図示された画素に
比べて初期電源Ｖｉｎｔに接続された第７トランジスタＭ７が削除されただけで、それ以
外の構成は同一に設定される。この場合、第１ノードＮ１の電圧は、第５トランジスタＭ
５、第８トランジスタＮ８及び有機発光ダイオードを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給
される。この時、第１ノードＮ１の電圧は第２電源ＥＬＶＳＳと類似な電圧に初期化され
る。
【００６５】
　このために、図１３に図示されたようにｎ-６番目走査線Ｓｎ-６に走査信号が供給され
た後にｎ番目第１発光制御線Ｅ１ｎに第１発光制御信号が供給される。すると、ｎ-６番
目走査線Ｓｎ-６に走査信号が供給された後、第１発光制御信号が供給される以前の期間
の間第１ノードＮ１の電圧が初期化される。それ以外の動作過程は図３と同一であるから
詳細な説明は略する。
【００６６】
　以上のように、本発明の最も好ましい実施形態について説明したが、本願発明は、上記
記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示された発
明の要旨に基づき、当業者が様々な変形や変更が可能であることはもちろんであり、斯か
る変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【００６７】
　　１１０　　走査駆動部、
　　１２０　　データ駆動部、
　　１３０　　画素部、
　　１４０　　画素、
　　１５０　　タイミング制御部、
　　Ｓ１ないしＳｎ　　走査線、
　　Ｅ１１ないしＥ１ｎ　　第１発光制御線、
　　Ｅ２１ないしＳ２ｎ　　第２発光制御線、
　　Ｄ１ないしＤｍ　　データ線。
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